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『子ども議会』 を開催しました！伊豆市制施行
10周年記念

　8月12日（火）、市内の小学6年生17人が子ども議員 となり、『子ども議会』を開催しました。
　子ども議員は、『10年後の伊豆市』および『楽しい学校 づくり』をテーマに市政に対する提案をまとめ、実際
の議会と同じように議場の演壇で発言しました。その提案 に、市長や教育長、各担当部長が答弁をしました。
　ここでは、子ども議員の提案と答弁の概要を紹介します。 問合せ／議会事務局☎（72）9906

狩野川の美化のために、
〇小学生の清掃活動、イベントでの
ごみの持ち帰りを勧めましょう。
〇看板のメッセージを工夫しま
しょう。

１年を通じて、季節ごとに
お祭りを開催し、伊豆市を
にぎやかにしましょう。

土肥小学校
鈴
すずき

木 智
ともや

哉　議員

修善寺小学校
鈴
すずき

木 綾
りょうま

真　議員

天城小学校
鈴
すずき

木 麻
まゆ
由　議員 中伊豆小学校

清
しみず

水 優
ゆめ
夢　議員

天城小学校
堀
ほりうち

内 蘭
らんね

寧　議員

修善寺東小学校
相
あいそ

磯 凛
りん
　議員

中伊豆小学校
萱
かやま

間 義
よしと

斗　議員

中伊豆小学校
井
いのうえ

上 洋
ひろむ

夢　議員

熊坂小学校
山
やまもと

本 湊
みなと

斗　議員

修善寺小学校
波

はたの
多野 大

たいが
河　議員

修善寺東小学校
竹
たけだ

田 早
さき
希　議員

修善寺南小学校
鈴
すずき

木 萌
もえ
恵　議員

修善寺南小学校
藤
ふじまき

巻 結
ゆい
衣　議員

土肥小学校
西
さいじょう

条 真
まみ
実　議員

熊坂小学校
半
はんだ

田 小
こうめ

梅　議員

修善寺南小学校
土
つちや

屋 カレン　議員

○ギネス記録など世界が注目す
るものをつくりましょう。
○大人も子どもも楽しめるテー
マパークを造りましょう。

自然を守るために、『ゴミ
捨て禁止』の看板を、み
んなが見てくれるような
工夫をして作りましょう。

○市内の自然や史跡の　
　世界遺産登録を目指し
　ましょう。
○市内の料理を世界に　
　紹介しましょう。

地域にお年寄りが歩いて行けるよ
うな総合病院を建設しましょう。

地域の人気校になるような、
あいさつのできる学校づくり
を推進しましょう。

自然を守り未来に伝えていくた
めに、『ポイ捨て禁止』の呼び
掛けや植林を推進しましょう。

修善寺東小学校の跡地に
大型店舗を造りましょう。

子育てしやすいまちづくりと
して、小さな子どもたちが楽し
く遊べる公園を造りましょう。

〇ポイ捨てを注意する人
　を配備しましょう。
〇森の草花を保護する活
　動をしましょう。

学校で全学年が交流する場を
たくさんつくりましょう。

特別講師による
特別な授業『スペシャル授業デー』
を増やしましょう。

■答弁
　児童会などを中心に、より広く交
流ができるよう工夫してほしいと考
えます。また、伊豆市のイベントに
も進んで参加し、ほかの学校の人と
もかかわってください。

■答弁
　市では、山で仕事をする人たちに見張りを
お願いしています。また、県の森を守る特別
な税金を使って、保護を行なっています。

■答弁
　子ども公園を造る場合は、場所
や広さを検討し、行くのが楽しみ
な公園の整備を考えていきます。

■答弁
　土肥に世界一の金塊や花時計があるこ
となどをＰＲしていきます。また、市内
にあるテーマパークをより楽しいものに
するようご意見をお願いします。

■答弁
　現在、汚れた水をきれいにするための施設を造って
います。看板については、市民の皆さんの協力を得る
ために、話し合いながら進めていきます。

■答弁
　市内全域に店舗を造るのは難しいの
で、地域の皆さんがお互いに助け合っ
ていくことも大切だと考えます。

■答弁
　伊豆市の病院のベッド数は、国が決
めた基準より恵まれているので、これ
以上病院を造ることは許可されません。
『いきいきパス』というバスの定期券
を作りましたので、利用してください。

■答弁
　現在、市では『世界ジオパーク加盟』を目
指しています。また、日本一の品質を誇るワ
サビやシイタケをさらにＰＲしていきます。

■答弁
　分かりやすい看板にするため、小学生
の皆さんから標語や図案を募集し、新し
い看板の制作を考えていきます。

■答弁
　都市計画法という法律で規制さ
れているため、本立野に大きな商
業施設の建設はできませんが、現
在の住環境を保ちながら検討して
いきたいと考えます。

■答弁
　現在、各小学校で専門家を招いて特別授
業を行なっています。普段の授業も『スペ
シャル授業』になるよう取り組みたいと考
えています。

■答弁
　山にごみを捨てられないよう、市でもい
ろいろな工夫をしています。これからも自
然を残すことと、安全な生活を守ることの
バランスをとりながら進めていきます。

■答弁
　市では、既に四季を通じた観光イベントを
開催しています。今後は、地域の皆さんの企
画に協力していくことを考えています。ぜひ
お住まいの地区へも提案してみてください。

■答弁
　「伊豆市は、どこの学校からも、まちの
どこからもあいさつが返ってくる」と言わ
れるようになってほしいと考えます。皆さ
んの取り組みを広報などで応援します。

■答弁
　伊豆市の認知度を上げるため、ポスター
のイメージや貼る場所を工夫します。また、
伊豆の良さを口コミしてもらえるよう働き
掛けていきます。

■答弁
　市の環境にあった産業を誘致
したいと考えています。将来、
皆さんが起業して社長になるこ
とを目指してください。

■答弁
　市内の学校で『よりよい学校生活と
友達づくりのためのアンケート』を行
ない、結果を基に先生が児童に声掛け
などをする取り組みをしています。

観光客を増やすために、
○ポスターを有効利用しましょう。
○観光スポットの案内をしましょう。

いじめのない学校をつくるた
めに、アンケートや先生に相
談する時間をつくりましょう。

市内に若者が働きやすい
大手メーカーの支社を
誘致しましょう。

車を使えない人のために、
いろいろな場所に
スーパーマーケットを造り
ましょう。

修善寺南小学校
中
なかつがわ

津川 真
ましろ

白　議員
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①北又区

⑤大平柿木区
（大野養魚場下）

③佐野区
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④大平柿木区
（奥山）
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一歩前進。
～広域一般廃棄物処理施設建設への道～

　伊豆市・伊豆の国市では、広域一般廃棄物処理施設の建設に向け、
皆さんの声を聞きながら、一歩一歩、進めています。
　今回は、建設候補地の公募結果、一次選定結果などをお知らせします。

　

２
市
で
は
、
多
く
の
市
民
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、

地
域
の
理
解
を
最
大
限
尊
重
し
、

市
民
と
行
政
と
の
協
働
に
重
点
を

置
い
た
選
定
を
行
な
う
た
め
、
建

設
候
補
地
を
公
募
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
４
つ
の
地
区
か
ら

５
カ
所
の
申
請
（
下
記
一
覧
表
参

照
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
申
請
地
を
、
公
募
市

民
を
含
む
２
市
の
市
民
６
人
、
有

識
者
４
人
の
計
10
人
で
組
織
す
る

『
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
候
補
地
選
定
委
員
会
』に
よ
り
、

候
補
地
と
し
て
の
適
性
を
審
査
し

ま
し
た
。

　

７
月
16
日（
水
）、同
委
員
会
は
、

評
価
を
取
り
ま
と
め
た
『
審
査
結

果
報
告
書
』
を
、
伊
豆
の
国
市
伊

豆
市
廃
棄
物
処
理
施
設
組
合
設
立

準
備
会
に
提
出
。
準
備
会
は
、
報

告
書
を
基
に
選
定
を
行
な
っ
た
結

果
、５
つ
の
応
募
申
請
地
の
う
ち
、

３
つ
の
地
区
を
建
設
候
補
地
と
し

て
一
次
選
定
し
ま
し
た
。

応 募 地 区 所　　在　　地 面　積

①北又区 伊豆市修善寺字藍原､ 藤ケ平､
高山､ 高野山地内 約4.1ha

②大平区 伊豆市大平字深沢､ 上深沢地内 約2.4ha

③佐野区 伊豆市佐野字川久保地内 約1.3ha

④大平柿木区
（奥山）

伊豆市大平柿木字奥矢渕､ 久保､
奥山､ 蛙子地内 約6.5ha

⑤��大平柿木区
（大野養魚場下）

伊豆市大平柿木字上大野､ 猪之
田､ 芽積場地内 約2.6ha

ア
．
一
次
審
査

　

４
地
区
５
カ
所
す
べ
て
の
申
請

地
が
、『
適
合
』
の
判
定
と
な
り

ま
し
た
。

イ
．
二
次
審
査

　
『
点
数
評
価
』、『
記
述
評
価
』

の
結
果
を
踏
ま
え
、
安
定
稼
働
お

よ
び
経
済
性
の
視
点
を
総
合
評
価

の
着
眼
点
と
し
、
左
記
の
と
お
り

評
価
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
建

設
候
補
地
選
定
委
員
会
に
よ
る
審

査
結
果
を
踏
ま
え
、
伊
豆
の
国
市

伊
豆
市
廃
棄
物
処
理
施
設
組
合
設

立
準
備
会
（
行
政
）
は
、
候
補
地

の
一
次
選
定
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

大
平
柿
木
区
（
奥
山
）
と
大
平

柿
木
区
（
大
野
養
魚
場
下
）
の
申

請
地
は
、
安
定
稼
働
お
よ
び
経
済

性
の
両
面
に
お
い
て
、
ほ
か
の
申

請
地
よ
り
も
課
題
が
多
く
、
建
設

　

建
設
候
補
地
の
最
終
選
定
に
向

け
今
後
、北
又
区
、大
平
区
、佐
野

区
の
３
地
区
と
そ
れ
ぞ
れ
協
議
を

し
て
い
き
ま
す
。区
民
の
合
意
形

成
の
状
況
、用
地
取
得
の
容
易
性
、

地
区
と
の
協
議
内
容
な
ど
を
踏
ま

え
、最
終
選
定
を
行
な
い
ま
す
。

　

最
終
選
定
さ
れ
た
地
区
と
施
設

建
設
合
意
協
定
書
の
締
結
、
土
地

所
有
者
の
皆
さ
ん
と
土
地
提
供
に

か
か
る
基
本
合
意
書
の
締
結
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
建
設
用
地
を
決

定
し
ま
す
。

地区 内　　　　容

北
又
区

○安定稼働の面では、ほかの申請地と比較する
と最も防災上の規制レベルは低く、軽微な安
全対策により施設の安全は確保できると思わ
れる。
○経済性の面では、ほかの申請地と比較すると
多少劣るため憂慮すべきである。

大
平
区

○�安定稼働の面では、申請地の一部が防災上の
規制区域となっているが、安全対策を施すこ
とにより施設の安全は確保できると思われる。
○�経済性の面では、ほかの申請地と比較すると
優れている。

佐
野
区

○�安定稼働の面では、土砂災害に対する安全対
策が必須となるが、対策工事の規模なども予
測されていることから、これに見合った対策
を施すことにより施設の安全は確保できると
思われる。
○経済性の面では、ほかの申請地と比較すると
最も優れている。

大
平
柿
木
区

（
奥
山
）

○�安定稼働の面では、用地確保のため申請地を
貫流する河川を付け替えする必要があるが、
当該河川を中心に土砂災害特別警戒区域の指
定がされており、付け替え場所が、現在より
も更に市道や住宅に近接することとなるため、
土砂災害に対する周辺住民の不安がより一層
増すことが危惧される。また、河川の付け替
えには河川管理者との協議や付け替えに伴う
影響調査などにも時間を要するため早期建設
にも支障があると思われる。
○経済性の面では、ほかの申請地と比較すると
最も劣るため好ましくない。

大
平
柿
木
区

（
大
野
養
魚
場
下
）

○�安定稼働の面では、当申請地周辺は谷地形で
あるため申請地内への流水の量が多く、造成
に当たっては十分な調査と検証に基づく安全
対策が必要となる。また、これら調査や検証
には時間を要するため早期建設にも支障があ
ると思われる。
○経済性の面では、ほかの申請地と比較すると
劣るため憂慮すべきである。

問合せ／伊豆の国市役所
　新ごみ処理施設整備課
　☎ 055（949）8112

▲報告書を受け取る両市長

応募のあった 5つの申請地

建
設
候
補
地

一
次
選
定
ま
で
の
動
き

審
査
の
結
果

絞
ら
れ
た
３
つ
の
候
補
地

最
終
建
設
候
補
地
選
定

建
設
用
地
の
決
定

委
員
会
に
よ
る

準
備
会
に
よ
る

評価項目は、土地利用か
ら経済性までの５つの視
点から 24 項目を設定。
この評価項目ごとに５点
の配点を行ない、評価基
準に沿って採点を行なう。

（1）各評価項目に
対する点数評価

（2）各評価項目に
対する記述評価

②総合評価

【総合評価結果】

【 各申請地位置図 】

【一次選定フロー図】

①着眼点の設定
（3）総合評価

評価の熟度を高めるた
め（数値化では表れな
いより丁寧な評価のた
め）、各評価項目に対し、
特記すべき事項につい
て記述を行なう。

委員会からの報告書を基に一次選定
準備会

（1）および（2）の評価を踏まえ、差異のある評
価項目を抽出し、その中でも総合評価を行なう上
で特に重要視すべき項目を着眼点として設定する。

着眼点に沿った各候補地に対する評価
のまとめとしての総合評価を行なう。

地
と
し
て
好
ま
し
く
な
い
と
判
断

す
る
こ
と
か
ら
、
建
設
候
補
地
と

し
て
断
念
し
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
北
又
区
、
大
平
区
、

佐
野
区
の
３
つ
の
申
請
地
を
候
補

地
と
し
て
一
次
選
定
し
ま
し
た
。

委員会

不適適
合

一次審査（適合審査）
建設候補地として必要となる基本的
条件への適合について審査

二次審査（適性審査）
建設候補地として好ましい条件への
適性について審査
○点数評価、記述評価
○総合評価

審査終了

伊  豆  市
伊豆の国市
共 同 特 集



　市では、超高速ブロードバンドサービスの早期普及を図るため、平成 26年
度から光ファイバ網を整備することになりました。
　ここでは、各局の光ファイバ網整備予定などをお伝えします。市民の皆さん、
ビジネスや地域活性化などに、ぜひ光ファイバをご活用ください。

問合せ／総務課☎（74）2666

超高速ブロードバンドサービスの早期普及を図るため

光ファイバ網を整備します

整備事業者は？
　NTT西日本です。平成 26 年度は、市や県などか
らの補助金により事業を行ないます。平成 27・28 年
度は、公募により事業者が決定される予定です。

各局の整備予定は？　
○青羽根局・中伊豆局
　現在、平成 26 年度末の事業完了に向け整備を行
なっています。平成 27年度からのサービス開始を目
指しています。
○湯ケ島局
　平成 27 年度中の事業完了、平成 28 年度からの
サービス開始を目指しています。
○土肥局・八木沢局
　平成 28 年度中の事業完了、平成 29 年度からの
サービス開始を目指しています。

整備されれば誰でもサービスが受けられるの？
　原則として現在、電話が引かれている場所までは
光ファイバが整備されますが、自宅内への引き込み
などについては、事業者との契約が必要です。その
工事費や回線使用料などは自己負担となります。

光ファイバ網を整備すると、どんな効果が期待
されるの？

　光ファイバ網が整備されると、高速通信と大量の
情報処理が可能となり、施設予約や税の申告など行
政手続きの電子化、画像による医療相談や健康管理、
通信教育や講座受講など、市民生活の利便性の向上
と企業誘致による地域経済の活性化や雇用創出を推
進するための環境整備が整います。

❖各局整備予定イメージ図❖

？

？

？

？
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サービス提供エリア

（修善寺局）

NTT 西日本 フレッツ光ネクスト
サービス提供エリア

（修善寺局）

平成 26 年
整備予定

（中伊豆局）

平成 26 年
整備予定

（中伊豆局）

平成 26 年整備予定
（青羽根局）

平成 26 年整備予定
（青羽根局）

平成 27 年整備予定
（湯ケ島局）

平成 27 年整備予定
（湯ケ島局）

平成 28 年度
整備予定

（土肥局
　八木沢局）

平成 28 年度
整備予定

（土肥局
　八木沢局）

　

修
善
寺
駅
周
辺
整
備
事
業
の
南
北
通
路
整
備
に

伴
う
、
駅
舎
の
改
築
工
事
が
８
月
末
に
完
了
し
、

完
成
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
伊
豆
市
制
施
行
10
周
年
で
あ
る
と
と

も
に
、
駿
豆
線
修
善
寺
駅
が
開
業
し
て
90
周
年
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
関
係
者
に
よ
る
記
念
式
典
の
ほ
か
、

伊
豆
箱
根
鉄
道
（
株
）
に
よ
る
記
念
乗
車
券
の
発

売
や
修
善
寺
駅
の
歴
史
写
真
展
、
観
光
や
商
工
関

係
者
に
よ
る
出
展
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
杉
の
香
り
が
漂
う
新
し
く
な
っ

た
修
善
寺
駅
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
／
９
月
13
日
（
土
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
修
善
寺
駅
西
口
特
設
会
場　
　

内
容
／
記
念
式
典
、
観
光
・
商
工
関
係
者
に
よ
る

出
展
、
記
念
乗
車
券
の
発
売
、
伊
豆
総
合
高
等
学

校
郷
土
芸
能
部
に
よ
る
太
鼓
の
演
奏
な
ど

問
合
せ
／
土
地
対
策
課
☎
（
83
）
５
２
０
６

伊
豆
市
制
施
行
10
周
年

修
善
寺
駅
開
業
90
周
年

修
善
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

修
善
寺
駅
完
成

記
念
式
典

■とき
　10月 26日（日）8 時～１5 時３０分（雨天決行）
■ところ
　天城ドーム
■参加資格
　市内在住・在勤または
　在学の人
■参加費
　無料
■申し込み方法
　参加申込書に必要事項を記入し、9 月 30 日（火）
までに FAX などで社会教育課へお申し込みください。
※参加申込書は、社会教育課、社会体育施設、生きいき

プラザ、各支所、各図書館に備え置くとともに、市
ホームページからもダウンロードすることができます。

※小学生以下の人は、保護者の同伴をお願いします。
※途中からの参加も可能です。
■持ち物
　運動できる服装・靴、飲み物、お弁当、タオルなど
■主催
　伊豆市教育委員会、伊豆市スポーツ推進委員会
■後援
　田方地区スポーツ推進委員連絡協議会

伊豆市制施行 10周年記念

第 2回みんなの運動会
in天城ドーム

　市では、年齢を問わず誰でも楽しめる盛りだくさんの競技を企画した
『みんなの運動会』を開催します。
　スポーツの秋、走って遊んで応援して、さわやかな秋の 1 日を楽しみ
ながら、みんなで地域の交流を深めませんか。

問合せ／社会教育課☎（83）5477　FAX（83）5498

★ 8 時　受け付け
★ 9 時　みんなでボクササイズ（ウォーミングアップ）

★ 9 時 30 分　開会式
★ 9 時 40 分　親子で障害物競走

ペットボトル倒し + ブルーシートくぐり + しょい
こ玉入れ + 二人三脚

★ 10 時 10 分　孫と一緒に
　でかパンラン + ワサビすり競争
★ 10 時 40 分　みんなのリレー 予選

１チーム 3 ～ 6 人で編成し、150m トラックを 3 
周（小学生男子・女子の部、一般男子・女子の部
※男女混合も可）

★ 11 時 10 分　風船リレー
2 人 1 組で風船を膨らませ、ゴールまでうちわを
使って運ぶ

★ 12 時　ファミリー体力テスト
握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び、
立ち幅跳び、シャトルラン

★昼食（お弁当や飲み物などの販売あり）
★ 13 時 30 分　みんなで○×クイズ
　伊豆市やスポーツ、健康に関する問題を出題
★ 13 時 50 分　パン食い？競争

ぐるぐるバットをした後、パンなどのつるしてあ
る物を口でくわえてゴール

★ 14 時 10 分　VS．ハンター（しっぽとり）
8 分間ハンターから逃げ切ろう！腰につけたひも
を取られたらアウト

★ 14 時 40 分　みんなのリレー 決勝！
★ 15 時　閉会式
★ 15 時 15 分　健康餅まき大会昨年の『親子障害物競争』の様子
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市
で
は
、『
３
Ｒ
（
※
）』
行
動
の
一
環
と
し
て
、

現
在
『
燃
や
せ
る
ご
み
』
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
衣
類
や
古
布
な
ど
の
再
使
用
を
目
的
に
試
験

回
収
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
回
収
さ
れ
た
衣
類
な
ど

は
、
中
古
衣
類
と
し
て
国
内
外
で
再
使
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
（
72
）
０
１
６
３

試験回収場所・受付時間について
　ところ／清掃センター
　受付時間／○月曜日～金曜日…8時30分～12時、
　　　　　　　　                     13 時～16時
　　　　　　○土曜日…8時30分～11時

※日曜日、祝日および12月30日（火）から
平成27年1月4日（日）はお休みです。

　

注意!!

●
適
切
な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す

　

庭
先
や
空
き
地
な
ど
で
ご
み
を
燃
や
す

こ
と
は
、
煙
や
悪
臭
、
灰
に
よ
り
近
隣
の

生
活
環
境
に
被
害
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で

な
く
、
有
害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生

の
原
因
と
な
り
ま
す
。
ご
み
集
積
所
へ
可

燃
物
と
し
て
出
す
か
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
に

持
ち
込
み
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

市
で
引
き
取
り
処
理
が
で
き
な
い
も
の
は
、

市
許
可
処
理
業
者
に
処
分
を
依
頼
す
る
な

ど
、
責
任
を
持
っ
て
適
正
に
処
理
し
て
く

だ
さ
い
。

　

国
お
よ
び
県
で
は
、『
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
』
と
『
静
岡
県

生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
』
で
、

廃
棄
物
の
屋
外
焼
却
を
一
部
の
例
外
を
除

き
禁
止
、
制
限
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
23
年
6
月
の
法
改
正
に
よ
り
、
罰
則
も

大
変
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
消
防
署
へ
の
届
け
出
に
つ
い
て

　

野
焼
き
を
し
て
い
る
人
の
中
に
は
、「
消

防
署
へ
焼
却
行
為
の
届
け
出
を
済
ま
せ

て
あ
る
」
と
言
う
人
が
い
ま
す
。
し
か
し
、

消
防
署
へ
の
届
け
出
は
、
あ
く
ま
で
も
火

災
予
防
の
観
点
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
の
届
け
出
に
よ
っ
て
屋
外
焼
却

（
野
焼
き
）
が
合
法
化
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
野
焼
き
の
危
険
性

　

市
内
で
は
、
野
焼
き
か
ら
火
災
が
発
生

す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
野
焼
き
を
し

て
い
た
ら
、
そ
の
火
が
建
物
に
引
火
し
た

り
、
田
の
あ
ぜ
の
枯
れ
草
を
燃
や
し
て
い

た
ら
、
火
が
広
が
っ
て
し
ま
っ
た
り
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

火
災
に
よ
り
尊
い
人
命
や
財
産
を
失
っ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

罰則
個人／５年以下の懲役、もしくは

１千万円以下の罰金、または両方

法人／代表者や従業員は個人と同様

加えて法人に対し3億円以下の罰金

問合せ／環境衛生課☎（72）9857

回収容器は、
清掃センター事務所の

入り口に
設置されていますので、
対象物のみ直接入れて

ください！

　試験回収は、清掃センターへの直接持ち込みのみですが、今後、試験回収の
結果により、回収の方法や場所などを検討していきます。
　資源の有効活用やごみの減量化にご協力ください。	

（※）『３Ｒ』とは、『Reduce』、『Reuse』、『Recycle』の頭文字からなる造語で、限りある資源
を有効に使ってごみやエネルギーの無駄を減らす取り組みのことです。
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　 チェック！
　 リサイクルの対象となる衣類や古布は？
❖対象となるもの（出せるもの）
　一般家庭で身に着けている衣類全般、子ども服、下着類、シーツ、
タオル、布団カバー、革製衣類、ネクタイが対象となります。

※洗うことのできる衣類は、洗って出してください。
※今までどおり『燃やせるごみ』として出すこともできます。その際
は指定のごみ袋に入れて出してください。

❖対象外のもの（出せないもの）　
　汚れ・破れ・ぬれているもの、油などの臭いが
するもの、布団（夏掛け布団を含む）、毛布、枕、
座布団、じゅうたん、足ふきマット、トイレカ
バー、雨合羽、ペット用衣類、裁断くず、タオル
ケット、カーテンなどは対象外です。

『
伊
豆
市
環
境
基
本
条
例
』

　

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募
集

　

市
で
は
、
環
境
施
策
を
総
合
的
お
よ
び
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
の
条
例
を
定
め
る
予
定
で
す
。

そ
こ
で
、
条
例
案
（
骨
子
案
）
を
作
成
し
ま
し
た

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

今
後
、
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
条

例
を
確
定
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
意
見
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て
は
、

10
月
下
旬
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

実
施
期
間
／
9
月
5
日
（
金
）
～
26
日
（
金
）

条
例
案
を
見
る
に
は
／

〇
環
境
衛
生
課
、
各
支
所
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
で

　

閲
覧
す
る
。

〇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
。

意
見
を
提
出
す
る
に
は
／

〇
閲
覧
場
所
に
設
置
さ
れ
た
意
見
箱
へ
投
函
す
る
。

〇
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ア
ド
レ

　

ス
へ
投
稿
す
る
。

〇
環
境
衛
生
課
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
す
る
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

　
　
　
　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
）
９
８
９
９

野焼きは
禁止されています！！

衣
類
・
古
布
を
再
使
用
す
る
　
　
　

　
　
　
試
験
回
収
が
ス
タ
ー
ト
！
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『
伊
豆
市
観
光
案
内
所
』
オ
ー
プ
ン ▲案内所のオープンを告げるテープカット

　

8
月
2
日（
土
）、修
善
寺
駅
で『
伊
豆
市
観
光
案

内
所
』の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。式
典
で
は
、市
長
の
あ
い
さ
つ
や
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
な
わ
れ
、盛
大
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

式
典
の
ほ
か
、『
踊
り
子
』に
扮ふ
ん

し
た
女
性
ス
タ
ッ

フ
が
、記
念
の
ノ
ベ
ル
テ
ィ
と
冷
茶
で
修
善
寺
駅
を
訪

れ
た
観
光
客
を
も
て
な
し
て
い
ま
し
た
。

　

案
内
所
は
、観
光
客
で
大
に
ぎ
わ
い
。ス
タ
ッ
フ
は
、

一
人
一
人
に
丁
寧
に
対
応
し
て
い
ま
し
た
。

伊
豆
の
玄
関
口
を
目
指
し
て

▲躍動感あふれる女性たちの相撲

地
域
の
熱
い
夏
祭
り

女
性
も
相
撲
で
真
剣
勝
負

　

8
月
1
日（
金
）、原
保
の
八
岳
集
会
場
で
、『
第
26

回
わ
ら
ぼ
夏
祭
り
』が
開
催
さ
れ
、写
真
の
展
示
や
出

店
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、相
撲
大
会
、盆
踊
り
、花
火

大
会
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。市
内
外
か
ら
、お
よ

そ
７
０
０
人
が
訪
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　
『
十
王
尊
相
撲
大
会
』で
は
、子
ど
も
だ
け
で
は
な

く
、中
学
生
以
上
の
女
性
も
参
加
。熱
戦
を
繰
り
広

げ
、祭
り
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

大
学
生
が
地
域
振
興
を
提
案

学
生
の
目
線
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン▲観光のプロの前でプレゼンをする学生

8
月
5
日（
火
）、市
役
所
別
館
で
大
妻
女
子
大
学

の
学
生
に
よ
る
伊
豆
市
の
地
域
振
興
の
提
案
発
表
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、大
妻
女
子
大
学
の
学

生
14
人
が
、天
城
と
土
肥
、各
2
チ
ー
ム
、計
4
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
、各
地
域
の
名
所
や
名
物
を
調
べ
、そ

の
改
善
策
を
考
え
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
で
す
。

学
生
た
ち
は
、シ
カ
肉
を
使
っ
た
お
で
ん
や
恋
人
岬

の
雰
囲
気
づ
く
り
な
ど
、新
し
い
目
線
で
地
域
振
興

策
を
提
案
し
ま
し
た
。

▲鉄道のおもちゃを親子で堪能

 

鉄
道
の
お
も
ち
ゃ
が
大
集
合

修
善
寺
駅
新
駅
舎
を
記
念
し
て

　

７
月
19
日（
土
）、湯
ケ
島
に
あ
る
天
城
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
、『
修
善
寺
駅
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
記
念
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』が
開
幕
し
ま
し
た
。ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
は
、鉄

道
の
お
も
ち
ゃ
が
大
集
合
。見
る
だ
け
で
は
な
く
、実
際

に
お
も
ち
ゃ
で
遊
べ
る
と
あ
っ
て
、訪
れ
た
子
ど
も
た
ち

は
大
喜
び
で
し
た
。

　

こ
の
催
し
で
は
、約
2
カ
月
に
わ
た
っ
て
、鉄
道
に
関

連
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。9

月
3
日（
水
）か
ら
は
、『
Ｎ
ゲ
ー
ジ
』が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

7
月
29
日
（
火
）
、『
伊
豆
っ
子
防
災
学
習
会
』

が
行
な
わ
れ
、
市
内
の
小
学
生
約
30
人
が
畑
洞
砂
防

え
ん
堤
や
中
伊
豆
支
所
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

旧
湯
ヶ
島
小
学
校
に
は
、
起
震
車
が
用
意
さ
れ
、

児
童
が
震
度
6
強
の
地
震
を
体
験
。
児
童
は
、
「
ヘ

ル
メ
ッ
ト
が
あ
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
が

突
然
来
た
ら
怖
い
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
防
災
の
大
切
さ
を
真
剣
に
学

ん
で
い
ま
し
た
。

防
災
の
大
切
さ
を
体
験

防
災
の
見
学
ツ
ア
ー
を
開
催

▲震度6強の揺れを体験している児童

▲落合平塚市長が新庁舎の市長室で子どもたちをお出迎え

友
情
を
深
め
る
夏

夏
の
思
い
出
の
楽
し
い
1
ペ
ー
ジ

　

7
月
30
日
（
水
）～
8
月
1
日
（
金
）、平
塚
市
で

『
友
好
都
市
こ
ど
も
マ
リ
ン
交
流
』が
行
な
わ
れ
、伊

豆
市
と
平
塚
市
、花
巻
市
、高
山
市
の
小
学
生
39
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、平
塚
市
内
を
中
心
に
海
水
浴
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、平
塚
市
役
所
の
新
庁
舎
の
見
学
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。体
験
を
終
え
た
児
童
は
、交
流

を
通
し
て
深
め
ら
れ
た
他
県
の
子
ど
も
た
ち
と
の
友

情
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

高
齢
者
が
興
味
・
関
心
の
あ
る

テ
ー
マ
で
攻
め
て
く
る

　
悪
質
事
業
者
は
、
①
健
康
維
持

（
健
康
食
品
な
ど
）
、
②
生
活
環
境

（
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
）
、
③
資

産
運
用
（
金
融
商
品
）
、
④
名
誉
・

評
価
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
切
り
口
に

近
づ
い
て
い
き
ま
す
。

信
頼
で
き
そ
う
な
声
・
姿
・

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
攻
め
て
く
る

　
「
清
潔
感
の
あ
る
誠
実
そ
う
な
人

に
見
え
た
」
、
「
優
し
く
頼
り
に
な

り
そ
う
な
声
だ
っ
た
」
、
「
き
れ
い

で
情
報
が
き
っ
ち
り
記
載
さ
れ
て
い

る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
っ
た
」
な
ど
、

そ
の
外
見
は
一
見
、
信
頼
で
き
る
と

思
わ
せ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

冷
静
に
考
え
る
時
間
を
与
え
な
い

　
一
方
、
訪
問
す
る
や
矢
継
ぎ
早
に
契

約
書
に
署
名
押
印
さ
せ
た
り
、
「
限
定

●
人
」
、
「
今
日
中
に
回
答
を
い
た
だ

か
な
い
と
…
」
な
ど
、
冷
静
に
考
え
る

時
間
を
与
え
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

２
つ
の
実
践
で
被
害
防
止
に
…

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
契
約
前
に
悪
質

事
業
者
を
見
破
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

し
か
し
①
「
そ
の
場
で
契
約
し
な
い
』

②
『
契
約
前
に
親
族
や
消
費
者
セ
ン
タ

ー
に
相
談
す

る
』
と
い
う

２
点
を
徹
底

さ
せ
る
だ
け

で
も
、
被
害

防
止
に
大
き

な
効
果
が
あ

り
ま
す
。

　
　 

司
法
書
士 

山
田 

茂
樹
（
文
と
絵
）

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎
（
７２
）
９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

短
歌
・
天
城

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

近年急増！！『高齢者の消費者被害』

『
全
校
』『
縦
割
り
』『
き
ら
き
ら
』

３
つ
の
集
会
活
動
を
通
し
て

『
全
校
』『
縦
割
り
』『
き
ら
き
ら
』

３
つ
の
集
会
活
動
を
通
し
て

『
全
校
』『
縦
割
り
』『
き
ら
き
ら
』

３
つ
の
集
会
活
動
を
通
し
て

修善寺東
小学校

天城
中学校

逞
ま
し
く
赤
き
手
高
く
突
き
出
し
て
（
阿
修
羅
の
怒
り
）
ね
ぶ
た
祭
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　安
藤

　綾
子
（
宿
）

日
除
帽
ぬ
ぎ
て
夕
べ
の
風
を
受
く
暑
き
畑
の
作
業
終
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　上
田

　婦
美
恵
（
月
ケ
瀬
）

稗
取
り
て
今
日
は
終
り
と
立
ち
上
れ
ば
私
に
そ
よ
ぐ
青
田
吹
く
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　梅
原

　と
き
子
（
月
ケ
瀬
）

こ
ん
な
日
も
あ
り
し
か
と
偲
ぶ
ラ
ケ
ッ
ト
を
か
ざ
し
笑
み
た
る
己
が
写
真
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　下
山

　き
み
（
大
平
柿
木
）

雷
鳴
の
去
り
て
猛
暑
の
や
わ
ら
ぎ
ね
庭
に
咲
き
継
ぐ
さ
る
す
べ
り
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
下

　澄
子
（
佐
野
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

『
天
城
学
習
』の
取
り
組
み
を
紹
介

〜
持
続
可
能
な
社
会
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
〜

『
天
城
学
習
』の
取
り
組
み
を
紹
介

〜
持
続
可
能
な
社
会
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
〜

『
天
城
学
習
』の
取
り
組
み
を
紹
介

〜
持
続
可
能
な
社
会
と
な
っ
て
い
く
た
め
に
〜

す
。例
え
ば
国
語
科
の
音
読
・
群

読
・
暗
唱
、
社
会
科
の
学
習
ク
イ

ズ
、
算
数
科
の
繰
り
下
が
り
の
あ

る
引
き
算
の
方
法
、
音
楽
科
の
合

唱
・
合
奏
、
体
育
科
の
縄
跳
び
と

い
う
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
で
、
来
年

1
月
30
日（
金
）に
予
定
し
て
い
る

『
東
っ
子
学
習
会
』に
つ
な
げ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
の
重
点
目
標
で
あ
る

『
い
い
目
と
心
で
聞
き
ま
す 

伝
え

ま
す 

磨
き
ま
す
』
の
実
現
に
向
け

て
、毎
日
の
授
業
と
と
も
に
、こ
れ

ら
の
活
動
が
、
そ
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
5
月
に
行
な
わ
れ
た
各
学
年
行

事
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
1
年
生『
福
祉
体
験
学
習
』

　
こ
の
学
習
の
ね
ら
い
は
、
お
年

寄
り
や
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
と

の
共
生
を
考
え
る
こ
と
で
す
。近

隣
の
4
つ
の
福
祉
施
設
に
分
か

れ
、訪
問
し
ま
し
た
。出
し
物
と
し

て『
桃
太
郎
』の
紙
芝
居
、『
水
戸
黄

門
』の
寸
劇
、『
赤
と
ん
ぼ
』、『
荒
城

の
月
』
な
ど
の
歌
を
披
露
し
ま
し

た
。施
設
の
皆
さ
ん
に
と
て
も
喜

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
2
年
生『
自
然
体
験
教
室
』

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
万

二
郎
、
万
三
郎
か
ら
皮
子
平
ま
で

を
縦
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。道
中
、数
十
年
に
一
度
と
い
う

満
開
に
咲
き
誇
っ
た
ア
マ
ギ
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
を
見
る
こ
と
も
で
き
、
天

城
の
自
然
の
美
し
さ
、
素
晴
ら
し

さ
を
体
感
し
て
き
ま
し
た
。

◆
3
年
生『
修
学
旅
行
』

　『
修
学
旅
行
』で
は
、奈
良
、京
都

が
観
光
都
市
と
し
て
発
展
し
続
け

て
い
る
理
由
を
探
る
た
め
、
神
社

仏
閣
だ
け
で
な
く
、
旅
館
や
京
野

菜
を
販
売
し
て
い
る
八
百
屋
、
和

菓
子
屋
、市
役
所
な
ど
を
訪
問
し
、

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
活
動
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
後
、
こ
の
調
査
結
果
を
ヒ
ン

ト
に
『
天
城
が
持
続
可
能
な
社
会

と
な
っ
て
い
く
た
め
』
の
提
言
と

し
て
各
自
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

○
自
宅
や
学
校
な
ど
、
ど
こ
で
も

必
ず
施
錠
す
る
。

○
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
す
る
。

◆
手
間
を
惜
し
ま
ず
施
錠
を
！
　

　
手
軽
で
エ
コ
な
乗
り
物
で
あ
る

自
転
車
。
被
害
に
あ
っ
て
後
悔
す

る
前
に
、
施
錠
の
手
間
を
惜
し
ま

ず
、
自
分
の
自
転
車
は
自
分
で
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
高
校
生
と
一
緒
に
啓
発
活
動

　
大
仁
署
で
は
、
管
内
で
多
発
し

て
い
る
自
転
車
盗
被
害
防
止
モ
デ

ル
校
に
、
韮
山
高
等
学
校
を
委
嘱

し
ま
し
た
。

　
7
月
中
旬
、
伊
豆
箱
根
鉄
道
韮

山
駅
で
、
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間

帯
に
合
わ
せ
、
地
域
安
全
推
進
委

員
、
韮
山
高
等
学
校
生
徒
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
、
駅
利
用
者
へ
自
転

車
補
助
錠
を
配
布
し
て
自
転
車
盗

被
害
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

●
ど
こ
で
も
・
誰
で
も

『
施
錠
の
習
慣
』

　
静
岡
県
警
で
は
、
８
月
１
日

（
金
）
か
ら
11
月
30
日
（
日
）
ま

で
の
期
間
、
自
転
車
盗
被
害
防
止

を
目
指
し
て
『
ロ
ッ
ク
・
オ
ン
作

戦
』
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
仁
署
管
内
で
は
、
今
年
の
６

月
末
ま
で
に
、
18
件
の
自
転
車
盗

が
発
生
し
、
前
年
に
比
べ
11
件
も

の
大
幅
な
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
害
の
内
訳
を
見
る
と
、

半
数
以
上
が
中
高
生
で
全
体
の
７

割
が
無
施
錠
で
す
。
新
学
期
を
迎

え
て
、
ま
だ
ま
だ
夏
休
み
気
分
が

抜
け
ず
に
油
断
し
て
い
る
と
、
あ

な
た
の
自
転
車
が
、
ド
ロ
ボ
ー
の

格
好
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

◆
こ
ん
な
場
所
が
危
な
い
！

　
ど
ん
な
場
所
で
も
無
施
錠
の
自

転
車
が
一
番
狙
わ
れ
ま
す
。
特
に

危
険
な
の
が
、
駅
の
駐
輪
場
や
ス

ー
パ
ー
・
コ
ン
ビ
ニ
の
駐
車
場
で

す
。
ま
た
自
宅
も
危
険
で
す
。

◆
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
は

○
わ
ず
か
な
時
間
で
も
必
ず
『
ツ

ー
ロ
ッ
ク
』
す
る
。

※
『
ツ
ー
ロ
ッ
ク
』
と
は
？

　
『
ワ
イ
ヤ
ー
錠
』
や

『
U
字
型
錠
』
な
ど
、

2
つ
の
異
な
る
種
類
の

鍵
を
か
け
る
こ
と
で
す
。

　
修
善
寺
東
小
学
校
の
集
会
活
動

に
は
、『
全
校
集
会
』、『
縦
割
り
集

会
』、『
き
ら
き
ら
集
会
』が
あ
り
、ロ

ン
グ
昼
休
み
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　『
全
校
集
会
』
は
年
間
2
回
あ

り
、
全
校
児
童
で
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

や『
け
い
ど
ろ
』を
し
た
り
、
学
校

の
決
ま
り
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た

り
す
る
集
会
で
す
。ま
た
、『
縦
割

り
集
会
』は
年
間
5
回
あ
り
、全
校

児
童
が
5
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

リ
ー
ダ
ー
が
決
め
た
遊
び
を
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
行
な
う
集
会
で
す
。

そ
れ
ら
の
目
的
は
、①『
た
く
ま
し

い
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
』、②

『
集
団
活
動
に
お
け
る
ル
ー
ル
を

徹
底
す
る
』、③『
集
団
の
一
員
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
る
』で
す
。

　『
き
ら
き
ら
集
会
』は
年
間
6
回

あ
り
、各
学
年
に
よ
る『
ミ
ニ
学
習

集
会
』で
す
。そ
の
目
的
は
、①『
各

学
年
の
学
習
の
成
果
を
発
表
す

る
』、②『
聞
く
わ
ざ
を
使
っ
て
、最

後
ま
で
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
が
で

き
る
』、③『
話
す
わ
ざ
を
使
っ
て
、

聞
い
て
い
る
人
に
し
っ
か
り
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
』で
す
。発
表
内

容
は
各
学
年
に
任
さ
れ
て
い
ま

▲『きらきら集会』で学習の成果を発表する児童▲駐輪場でのぼり旗を掲げ被害防止を呼び掛け

▲1年生による『水戸黄門』の寸劇

▲京都の八百屋を訪問する3年生

2014. 913 2014. 9 12



保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　げんきで なかよく たくましく
◆重点目標　友達と遊びを楽しめる子
　　　　　　自分の思いを伝える子
　　　　　　生活習慣を身につけた子

　　　　　　

土肥こども園土肥こども園

ジオを知ろっ♪
第 2 回

ジオパ ーク市 民 講 座

ジオを知ろっ♪
第 2 回

ジオパ ーク市 民 講 座

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

　「『ジオパーク』って何だろう？」、「名前は聞いたこ
とあるけど内容がよく分からない…」、そんな皆さん
に必見のジオパーク市民講座を開催します。
　伊豆半島の生い立ちなどを分かりやすくご紹介し
ますので、皆さんお誘い合わせの上ご参加ください。
魅力いっぱいの伊豆半島！ふるさとがもっと好きに
なること間違いなしです。

とき／ 10 月 11 日（土）10 時～ 11 時 30 分
ところ／市役所別館 2 階大会議室
対象／伊豆半島ジオパークに興味がある市民、また
は市内在住・在勤の人
内容／生き物からひも解くジオパーク
※講座では、始めに伊豆半島ジオパークの基礎知識

について、次にジオパークの歴史・生き物をメイ
ンに講義を行ないます。

講師／ジオガイド協会中伊豆エリアの皆さん　
申込み・問合せ／観光交流課☎（72）9911
※会場準備の都合上できる限り、前日までにお電話

にて参加人数などをお知らせください。

　
土
肥
こ
ど
も
園
で
は
、
１
歳
児
２
人
、
２
歳
児
４

人
、
３
歳
児
11
人
、
４
歳
児
10
人
、
５
歳
児
26
人
、
計

53
人
の
園
児
が
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
『
自
分
で
や
っ
て
み
よ
う
』
を
合
言
葉

に
、
自
分
が
や
っ
て
み
た
い
遊
び
を
楽
し
み
な
が
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
試
し
た
り
、
挑
戦
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
『
自
分
で
で
き
た
』
と
い
う
喜
び
や

満
足
感
が
味
わ
え
る
よ
う
に
、
友
達
や
先
生
と
考
え
合

っ
た
り
、
認
め
合
っ
た
り
し
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
す
。

　
少
人
数
の
園
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
異
年
齢
と
の
か

か
わ
り
が
盛
ん
で
す
。
年
上
の
友
達
の
遊
び
や
姿
が
刺

激
と
な
り
、
興
味
や
関
心
を
広
げ
た
り
、
あ
こ
が
れ
の

気
持
ち
を
高
め
た
り
す
る
き

っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
域
、
小
学

校
、
中
学
校
、
高
校
と
の
交

流
も
盛
ん
で
す
。

　
地
震
時
に
津
波
の
心
配
が
あ
る
土
肥
地
区
で
は
、
毎

月
１
回
、
避
難
訓
練
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
訓
練
で

は
、
４
分
で
全
園
児
が
海
抜
23
ｍ
の
避
難
タ
ワ
ー
の
上

ま
で
避
難
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
外
遊
び
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
楽
し
く
遊
び

な
が
ら
体
力
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
明
る
く
元
気
い
っ
ぱ
い
の
子
ど
も
た

ち
を
育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

　
父
の
経
営
す
る
（
有
）
東
栄
電
気
に
勤
務

し
、お
客
さ
ま
の
要
望
を
聞
き
、打
ち
合
わ
せ

を
重
ね
て
電
気
工
事
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
の
と
き
は
、朝
早
く
か
ら
夜
遅
く

ま
で
日
曜
も
な
く
働
く
父
を
見
て「
電
気
屋

さ
ん
は
大
変
そ
う
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

実
際
、正
月
と
お
盆
く
ら
い
し
か
一
緒
に
出

掛
け
た
記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

将
来
は
会
社
勤
め
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
中
学
、
高

校
の
休
日
に
建
築
現
場
へ
連
れ
て
行
か
れ

手
伝
う
よ
う
に
な
る
と
、家
が
一
工
程
ず
つ

形
に
な
っ
て
い
く
楽
し
み
を
発
見
し
ま
し

た
。初
め
は「
嫌
だ
な
あ
」と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、今
で
は
天
職
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

波多野  靖明 さん波多野  靖明 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

喜
ん
で
い
た
だ
く
。そ
う
思
っ
て
毎
日
の
仕

事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
や
夢

　
電
気
工
事
は
、家
じ
ゅ
う
に
配
線
を
巡
ら

せ
ま
す
。分
電
盤
、
ス
イ
ッ
チ
、
コ
ン
セ
ン

ト
、
照
明
器
具
を
取
り
付
け
、
最
後
に
点
灯

試
験
を
行
な
い
ま
す
。明
か
り
を
と
も
す
と

き
は
い
ま
だ
に
緊
張
し
ま
す
が
、最
も
楽
し

み
な
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

　
自
己
満
足
で
す
が
、苦
労
し
て
完
成
し
た

と
き
は
、明
か
り
を
と
も
し
て
記
念
に
写
真

を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

施
主
さ
ま
と
業
者
間
で
念
入
り
に
打
ち
合

わ
せ
を
し
て
、お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

や
り
が
い

38歳 （修善寺）38歳 （修善寺）【趣味】
仕事・オートバイ

【ストレス解消法】
雑談

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕
事など、どのような思いで仕事に
取り組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（88）4300

有限会社 東栄電気 有限会社 東栄電気 

Vol.6Vol.6

は 　 た 　 の 　 や す あき

　 　
現
在
、
伊
豆
市
商
工
会
青
年
部
長
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
人
た
ち
と
、
イ
ベ

ン
ト
や
事
業
を
行
な
い
意
見
交
換
す
る
機

会
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
い
つ
ま
で
も
勉
強
中
で
、先
は
長
い
で
す

が
、私
を
育
て
て
く
れ
た
こ
の
土
地
を
大
切

に
し
て
、伊
豆
市
の
活
性
化
と
発
展
に
少
し

で
も
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、生
活
に
電
気
は
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
す
。こ
の
仕
事
を
通
じ
て
こ
の
地
域
に

住
む
人
々
の
生
活
基
盤
を
支
え
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

せ
　
し
ゅ

▲下の子の着替え
を手伝う年長さん

▲中学生とも、とっても仲良し♪

▲地域の皆さんによる読み聞かせ

　　　　　　　　　　◇◇◆まだまだ続くジオパーク市民講座！◇◇◆

（伊豆市修善寺40）
㈲ 東栄電気

至大仁

至伊東

至修善寺温泉

狩野川

修善寺橋
修善寺駅

国道136号 9izu

FM IS

あゆのさと

この講座は今回で 2 回目です。本年度、全 5 回（2 カ月に 1 回）の開催を予定しています。
毎回メインの内容が異なるため、前回受講された人もお楽しみいただけます。

2014. 915 2014. 9 14



2014. 917 2014. 9 16

健
康
が
イ
チ
バ
ン
!!

問
合
せ
／

健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

■
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

本
年
度
の
対
象
／
今
ま
で
一
度
で
も

『
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
』
を

受
け
た
こ
と
が
な
く
次
の
う
ち
ど
ち

ら
か
に
該
当
す
る
人

①
本
年
度
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、

　

85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、
１
０
０
歳

　

に
な
る
人
、
お
よ
び
１
０
１
歳
以

　

上
に
な
る
人

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、

心
臓
、
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の

機
能
の
障
が
い
、
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
に
障
が
い
を
有
す
る
も
の
と

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
人

　

※
接
種
前
に
健
康
増
進
課
で
手
続

　
　

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
己
負
担
金
／
４
２
６
０
円

接
種
期
間
／
10
月
1
日
（
水
）
～

平
成
27
年
3
月
31
日
（
火
）

接
種
方
法
／
予
防
接
種
を
希
望
す
る
人

は
、
伊
豆
市
、
伊
豆
の
国
市
、
函
南
町

の
委
託
医
療
機
関
へ
予
約
し
、
市
が
発

行
す
る
予
診
票
（
①
の
対
象
者
で
市
の

助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
へ
事
前

に
郵
送
さ
れ
ま
す
）
と
自
己
負
担
金
・

健
康
保
険
証
な
ど
を
ご
用
意
の
上
、
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

現
在
市
が
行
な
っ
て
い
る
『
高
齢
者

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
』
の
補
助
事
業
は
、

9
月
30
日
（
火
）
で
終
了
し
ま
す
。
申

請
を
し
て
い
て
、
予
防
接
種
が
ま
だ
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。

　

10
月
1
日
以
降
に
接
種
し
た
場
合
は

市
の
補
助
を
受
け
ら
れ
ず
実
費
に
な
り

ま
す
。

■
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
予
防
接
種

　

水
痘
は
、
強
い
伝
染
力
が
あ
り
、

成
人
が
発
症
す
る
と
重
症
化
し
や
す

い
病
気
で
す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す

る
こ
と
で
、
80
～
85
％
感
染
を
防
ぎ
、

ま
た
、
感
染
し
た
と
し
て
も
ほ
ぼ

１
０
０
％
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
有
料
だ
っ
た

予
防
接
種
が
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

5
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
は
、
9
月

中
旬
に
予
診
票
を
郵
送
し
ま
す
。
お
子

さ
ん
の
体
調
の
良
い
と
き
に
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

対
象
／

接
種
当
日
、
生
後
1
歳
か
ら
3
歳
の
誕

生
日
前
日
ま
で
の
お
子
さ
ん

自
己
負
担
金
／
無
料

接
種
方
法
／

予
診
票
と
母
子
手
帳
を
持
っ
て
、
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。	

水痘にかかったことがない 水痘にかかったことがある

1歳～3歳の
誕生日前日

3歳～5歳の
誕生日前日

過
去

2
回
接
種

過
去

１
回
接
種

過
去

接
種
な
し

過
去

2
回
接
種

過
去

１
回
接
種

過
去

接
種
な
し

接種は
完了しています

公費で1回
接種ができます

公費で2回
接種ができます

今回の接種の
対象外です

定期予防接種：1歳から3歳のお誕生日前日までに合計2回接種。初回接種から
　　　　　　　3カ月以上の間隔をおいて、もう1回追加接種をします。
　　　　　　　※接種回数は過去に接種した分も含めます。
経　　過　　措　　置：3歳から5歳の誕生日前日までの人で、1回も接種をしていない人は、
　　　　　　　5歳のお誕生日前日までに1回のみ接種できます。

●お子さんが対象か確認してください（フローチャート）

●
子
宮
頸け
い

が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
は
、
7

月
か
ら
12
月
末
ま
で
委
託
医
療
機
関
に

て
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
10
月
・
11
月

に
は
、
市
内
６
カ
所
の
会
場
を
検
診
車

が
巡
回
し
て
集
団
検
診
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
次
の
い
ず
れ
か
の
人

〇
『
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
』
の
受
診

資
格
に
、『
○
（
ま
た
は
□
）』
が
付

い
て
い
る
人

〇
『
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
』
に
『
無

料
ク
ー
ポ
ン
対
象
』
の
印
が
あ
る
人

持
ち
物
／
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
、

自
己
負
担
金
（
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象

者
は
ク
ー
ポ
ン
券
）

※
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
会
場
の
み
、予
約

が
必
要
で
す
。健
康
増
進
課
ま
で
お

電
話
く
だ
さ
い
。予
約
は
９
月
３
日

（
水
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※
補
助
対
象
以
外
の
人（
お
と
な
の
健

診
カ
ー
ド
で
受
診
資
格
が
★
の
人
）

も
、実
費（
カ
ー
ド
に
表
示
さ
れ
て
い

る
自
己
負
担
金
と
は
異
な
り
ま
す
）

に
な
り
ま
す
が
、集
団
検
診
を
受
け

ら
れ
ま
す
。集
団
検
診
会
場
の
受
け

付
け
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
検
診
費
用
の
補
助
対
象
の
人
で
個

別
検
診
（
委
託
医
療
機
関
に
て
実

施
）
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
事
前

に
受
診
を
希
望
す
る
医
療
機
関
に

予
約
を
し
て
か
ら
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

とき ところ 予約 子宮 マンモ エコー 受付時間
10月  3日（金） 天城湯ケ島支所 〇 〇 〇

9時～ 11 時
13 時～ 14 時 30 分

10月  4日（土） 生きいきプラザ 必要 〇 〇 ×
10月  7日（火） 土肥支所 〇 〇 〇
10月 15日（水） 生きいきプラザ 必要 〇 〇 〇

10月 16日（木） 丸山スポーツ公園 〇 〇 〇 9時～ 11 時
土肥支所 〇 〇 〇 13 時～ 14 時 30 分

10月 17日（金） 天城湯ケ島支所 〇 〇 〇

9時～ 11 時
13 時～ 14 時 30 分

10月 21日（火） 中伊豆交流センター 〇 〇 ×
10月 30日（木） 生きいきプラザ 必要 〇 〇 ×
11月  5日（水） 生きいきプラザ 必要 〇 〇 ×
11月 20日（木） 中伊豆ふれあいプラザ 〇 〇 〇
11月 22日（土） 生きいきプラザ 必要 〇 〇 ×
11月 29日（土） 生きいきプラザ 必要 〇 〇 〇

	

委託医療機関 検診日程・受付時間 検診の種類 電話番号 予約受付時間子宮 マンモ エコー

伊豆赤十字病院
火・木曜日
10時～11時

13時 30分～14時
〇 〇 〇 （72）2148 14 時～ 16 時

（平日）

JAリハビリテーション
中伊豆温泉病院

・子宮頸がんのみ、乳がん検診と同時
　火・木曜日　13 時～ 13 時 30 分
・乳がん検診のみ
　月・火・木曜日　13 時～ 13 時 30 分

（83）3340 13 時～ 15 時
（休診日を除く）

伊豆保健医療センター 予約時に相談 × ○ × （76）6820 14 時～ 16 時
（休診日を除く）

平
日
は
忙
し
い

あ
な
た
へ

『
ジ
ャ
パ
ン
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

サ
ン
デ
ー
』開
催

　

毎
年
10
月
の
第
３
日
曜
日
を

『
日
曜
日
に
乳
が
ん
検
査
を
受

診
で
き
る
日
』
と
し
て
、
全
国

の
協
力
医
療
機
関
で
乳
が
ん
検

査
を
行
な
い
ま
す
。
近
隣
で
は
、

伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
女

性
技
師
対
応
）
で
行
な
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と
き
／

10
月
19
日
（
日
）
９
時
～
11
時

と
こ
ろ
／

伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

費
用
／
伊
豆
市
の
乳
が
ん
検
診

対
象
者
（
40
歳
以
上
の
偶
数
学

年
齢
）
は
１
５
０
０
円
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
対
象
者
も
受
診
可

※
そ
れ
以
外
は
検
査
内
容
に
よ

り
相
談
と
な
り
ま
す
。

※
事
前
に
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。予
約
は
９
月
16
日

（
火
）か
ら
受
け
付
け
ま
す
。 

申
込
み
／

伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

☎
（
76
）
６
８
２
０

●
定
期
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

　

予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、
10
月
1
日
（
水
）
か
ら
『
高
齢
者
肺
炎
球

菌
予
防
接
種
』
が
、
定
期
予
防
接
種
に
な
り
、
対
象
者
が
変
わ
り
ま
す
。

併
せ
て
、『
水す

い
と
う痘
』
も
定
期
予
防
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。
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健康がイチバン ！ ！

●
胃
・
大
腸
・
肺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

現
代
は
、
2
人
に
1
人
が
、
が
ん
に

か
か
り
命
を
落
と
す
時
代
で
す
。

　

特
に
、
女
性
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
原

因
の
第
１
位
は
『
大
腸
が
ん
』
で
、
こ

の
30
年
間
で
約
６
倍
増
え
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

で
90
％
以
上
が
完
治
し
ま
す
。
今
こ
そ

早
期
発
見
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

40
歳
を
過
ぎ
た
ら
、
年
１
回
の
が
ん

検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
こ
こ
ろ
の
健
康
週
間

　

9
月
10
日
（
水
）
は
、『
世
界
自
殺

予
防
デ
ー
』、
10
日
（
水
）
か
ら
16
日

（
火
）
ま
で
は
、『
自
殺
予
防
週
間
』
で
す
。

　

自
殺
予
防
週
間
に
は
、
自
殺
予
防
に

つ
い
て
広
く
市
民
に
呼
び
掛
け
る
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
な
い
ま
す
。
あ
な
た

や
身
近
な
人
の
『
こ
こ
ろ
の
健
康
週
間
』

に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

自
殺
は
多
く
の
悩
み
や
問
題
を
一
人

で
抱
え
こ
み
、
孤
独
の
中
で
追
い
詰
め

ら
れ
た
結
果
、「
死
ぬ
し
か
な
い
」
と
思

い
込
ん
で
し
ま
う
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
元
気
が
な
い
な
ど
、
身
近
な
人
が

い
つ
も
と
違
う
こ
と
に
気
付
い
た
ら
声

を
掛
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
普
段

か
ら
お
互
い
に
助
け
合
え
る
関
係
を
つ

く
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

◎
自
殺
予
防
の
た
め
に
、
あ
な
た
に　

　

知
っ
て
ほ
し
い
４
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

『
気
づ
き
・
傾
聴
・
つ
な
ぎ
・
見
守
り
』

○
気
づ
き
…
家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気   

　

付
い
て
、
声
を
掛
け
る
。

○
傾
聴
…
本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

　

耳
を
傾
け
る
。

○
つ
な
ぎ
…
早
め
に
専
門
家
な
ど
に
相

　

談
す
る
よ
う
促
す
。

○
見
守
り
…
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、

　

じ
っ
く
り
と
見
守
る
。

　　

気
に
な
る
体
・
心
の
症
状
に
つ
い
て

の
ご
相
談
は
、
24
時
間
無
料
の
電
話
健

康
相
談
『
伊
豆
市
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
』

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
、
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

伊
豆
市
健
康
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
／

☎
０
１
２
０
（
２
３
５
）
１
２
４

　

毎
月
１
回
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

改
善
に
向
け
て
、
保
健
師
・
栄
養
士
に

よ
る
健
康
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、

新
た
に
内
臓
脂
肪
指
数
、
腕
や
足
・
体

幹
の
筋
肉
量
が
測
定
で
き
る
体
組
成
計

『I

イ
ン
ボ
デ
ィ

nBody

』
を
使
用
し
た
測
定
を
行
な

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
／
19
歳
以
上
の
市
民

と
き
／
８
月
～
平
成
27
年
３
月
（
広
報

カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
）
９
時
～
11
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
血
圧
測
定
、
体
重
・
体
脂
肪
測

定
（InBody

測
定
）、
尿
検
査
、
健
康

診
断
結
果
の
説
明
、
肺
機
能
測
定
、
栄

養
相
談

●
体
組
成
測
定

～
お
と
な
の
健
康
相
談
～

　

5
月
末
に
す
べ
て
の
対
象
者
に
黄
緑

色
の
封
筒
で
『
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
・

検
診
ま
る
わ
か
り
ガ
イ
ド（
案
内
冊
子
）』

を
送
付
し
ま
し
た
。
職
場
や
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
で
検
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
受
診
資
格
、
自
己
負
担
金
、
受
診
時

　

間
な
ど
は
、『
検
診
ま
る
わ
か
り
ガ

　

イ
ド
』
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

とき ところ
5 日（金） ○ 生きいきプラザ
8日（月） ○ 駅前コミュニティー会館
11 日（木） ○ 大野公民館

12 日（金） ○ 小土肥生活改善センター、
土肥支所　

16 日（火）
○ 牧之郷公民館、
小下田ふるさとセンター

★ 上船原 ( 本村 ) 公民館、
大平柿木地区集会所

17 日（水）

○ 駅前コミュニティー会館、
狩野ドーム

★
吉奈公民館、
持越消防ポンプ小屋前、
金山公民館

18 日（木）

○ 狩野ドーム

★
長野多目的集会所、
大滝公民館 、
茅野多目的集会場

19 日（金） ○ 生きいきプラザ
22 日（月） ○ 中伊豆温泉病院
24 日（水） ○ 土肥支所

25 日（木）
○ 熊坂公民館
○ 土肥支所

26 日（金） ○ 牧之郷公民館
29 日（月） ○ 天城湯ケ島支所
30 日（火） ○ 修善寺総合会館

とき ところ
2 日（木） ○ 本立野公民館
3日（金）○ 柏久保公民館
4日（土）○ 中伊豆温泉病院
9日（木）★ 修善寺総合会館
10 日（金） ○ 大平公民館
11 日（土） ○ 生きいきプラザ
14 日（火） ○ 天城湯ケ島支所
15 日（水） ○ 狩野ドーム

16 日（木）
○ 冷川中央公民館

★ 中里公民館、ニュータウン
コミュニティー会館

17 日（金）
○ 丸山スポーツ公園
★ 堀切公民館、大沢公民館

20 日（月）
○ 中伊豆ふれあいプラザ

★ 日向公民館、田代公民館、
年川公民館

21 日（火） ○ 中伊豆交流センター
（体育館側）

22 日（水）
○ 八岳集会所
★ 上和田生活改善センター

23 日（木）
○ 中伊豆ふれあいプラザ

★ 地蔵堂公堂、筏場公会堂 、
姫之湯公民館

27 日（月） ○ 熊坂公民館
28 日（火） ○ 修善寺総合会館
29 日（水） ○ 生きいきプラザ

●日程表
9 月 10 月

○胃・大腸・肺がん検診　★大腸・肺がん検診9
月
10
日
（
水
）
は
『
下
水
道
の
日
』

■
『
下
水
道
の
日
』
と
は

　
『
下
水
道
の
日
』
は
、
諸
外
国
に
比
べ
、

著
し
く
遅
れ
て
い
た
日
本
の
下
水
道
の
普

及
を
図
り
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
活
動
と
し
て
、

昭
和
36
年
か
ら
『
全
国
下
水
道
促
進
デ
ー
』

と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
法
制
定
１
０
０
周
年
と
21
世
紀

の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
あ
た
る
平
成
13
年
に
、

よ
り
親
し
み
の
あ
る
名
称
と
し
て
『
下
水

道
の
日
』
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

■
伊
豆
市
の
下
水
道

　

一
般
的
に
飲
料
水
な
ど
の
『
上
水
』
に

対
し
て
、
雨
水
ま
た
は
家
庭
や
工
場
か
ら

出
る
汚
水
を
『
下
水
』
と
い
い
、『
下
水
』

と
そ
の
処
理
施
設
の
総
称
を
『
下
水
道
』

と
い
い
ま
す
。

　

下
水
道
の
整
備
は
、
家
庭
や
工
場
な
ど

で
使
用
さ
れ
た
生
活
排
水
や
事
業
場
排
水

を
き
れ
い
に
し
て
、
再
び
河
川
や
海
に
戻
す

こ
と
を
目
的
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
市
で
は
、
雨
水
と
汚
水
を
別
々
に
集
め

　

て
雨
水
は
そ
の
ま
ま
河
川
な
ど
へ
放
流

　

し
、
汚
水
は
処
理
場
で
処
理
す
る
『
分

　

流
式
』
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

■
市
内
の
下
水
道
整
備
状
況
・
接
続
状
況

　

市
内
の
下
水
道
の
整
備
状
況
は
、
市
内

の
人
口
61
％
が
使
用
で
き
る
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区
域

内
に
お
い
て
、
77
％
が
下
水
道
に
接
続
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て
い
る

区
域
も
あ
り
ま
す
が
、
下
水
道
の
整
備
が

済
み
、
使
用
で
き
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
人

は
、
１
日
で
も
早
い
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
上
下
水
道
課
☎
（
83
）
３
９
０
１

児
童
手
当
な
ど
の
更
新
は

お
済
み
で
す
か
？

　

児
童
手
当
、
こ
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
、

母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
受
給
者
証
は
、

６
月
中
が
更
新
期
間
で
し
た
が
、
手
続
き

は
お
済
み
で
す
か
。

　

手
続
き
を
し
て
い
な
い
と
、
手
当
な
ど

を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
だ

お
済
み
で
な
い
場
合
は
、
至
急
こ
ど
も
課

ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
書
類
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
こ

ど
も
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

シ
イ
タ
ケ
種
菌
購
入
に
対
す
る
補
助
制
度

　

福
島
原
子
力
発
電
所
事
故
に
伴
う
放
射

性
物
質
汚
染
被
害
に
よ
り
、
出
荷
自
粛
、

自
主
回
収
、
販
売
価
格
の
下
落
や
風
評
被

害
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
原
木
シ
イ
タ
ケ

生
産
者
を
支
援
し
、
伊
豆
市
産
シ
イ
タ
ケ

の
維
持
、
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
補
助
金
制
度
で
す
。

補
助
対
象
／

○
１
月
１
日
（
水
）
か
ら
８
月
31
日
（
日
）

ま
で
に
シ
イ
タ
ケ
種
菌
を
１
万
個
以
上

購
入
し
、
市
内
で
原
木
シ
イ
タ
ケ
を
生

産
す
る
『
伊
豆
市
椎
茸
組
合
』
の
組
合

員
ま
た
は
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

○
種
菌
は
、『
種
駒
』
ま
た
は
『
形
成
菌
』

補
助
金
額
／
種
菌
１
個
に
つ
き
１
円

申
請
方
法
／
９
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
、

申
請
書
、
納
品
明
細
、
領
収
書
の
写
し
ま
た

は
販
売
者
の
販
売
証
明
書
を
、
農
林
水
産
課

ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
は
１
年
度
１
回
に
限
り
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
農
林
水
産
課
、
各
支
所
ま

　

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

国
民
健
康
保
険
証
が

10
月
１
日
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す

　

保
険
証
は
加
入
者
１
人
に
１
枚
ず
つ
交

付
さ
れ
ま
す
が
、
９
月
下
旬
ま
で
に
世
帯

主
あ
て
に
ま
と
め
て
送
付
し
ま
す
。
お
手

元
に
届
い
た
ら
記
載
内
容
に
誤
り
が
な
い

か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
限
は
平
成
27

年
９
月
30
日
（
水
）
で
す
。
た
だ
し
、
次

の
人
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま
す
。

①
有
効
期
間
内
に
75
歳
以
上
に
な
る
人

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
保
険
が
変

わ
る
た
め
、
有
効
期
限
が
誕
生
日
の
前

日
と
な
り
ま
す
。

②
有
効
期
間
内
に
65
歳
に
な
る
退
職
被
保

　

険
者
と
そ
の
被
扶
養
者

　

資
格
が
一
般
被
保
険
者
に
変
わ
る
た

め
、
有
効
期
限
が
誕
生
日
月
の
月
末
と

な
り
ま
す
。

③
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
状
況
に
よ
り

　

短
期
の
保
険
証
を
交
付
さ
れ
る
世
帯
の
人

　

古
い
保
険
証
は
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
へ
返
却
す
る
か
、
各
自
で
確
実
に
処

分
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
の
ご
案
内

　

給
付
金
該
当
の
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、

す
で
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

記
入
案
内
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、

ご
確
認
の
上
、
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限
／
10
月
１
日
（
水
）

申
請
方
法
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
へ
お
越
し

に
い
た
だ
く
か
、
申
請
書
に
同
封
の
返
信

用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
臨
時
福
祉
給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
社
会
福
祉
課
）
☎
（
72
）
７
０
８
８

お
知
ら
せ

▲保険証のイメージ
うぐいす色からクリーム色に



お知らせ

2014. 921 2014. 9 20

Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ 

伊
豆 

収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ

り
伊
豆
～
市
制
施
行
10
周
年
記
念
祭

～
』
＆
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト　

出
店
者
募
集
（
出
店
無
料
）

と
き
／
11
月
23
日
（
日
）
９
時
～
14
時

と
こ
ろ
／
天
城
ド
ー
ム
と
そ
の
周
辺

■
収
穫
祭

内
容
／
ド
ー
ム
内
で
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
屋
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
、
農
作
物
の
品

評
会
お
よ
び
販
売
、
地
元
を
中
心
と
し
た

商
店
や
飲
食
店
の
出
店
ブ
ー
ス
な
ど

出
店
資
格
／
収
穫
祭
の
趣
旨
に
合
う
製
品

な
ど
の
販
売
、
飲
食
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
ま
た
は
展
示
を
す
る
事
業
所
・
グ
ル
ー

プ
・
個
人
事
業
主
な
ど

申
込
み
／
９
月
26
日
（
金
）
必
着
で
、
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
農
林
水
産

課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出（
郵
送
・Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

※
申
込
書
は
、
農
林
水
産
課
お
よ
び
各
支

　

所
に
備
え
置
く
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

注
意
事
項
／

○
募
集
要
領
な
ど
に
よ
り
出
店
で
き
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
出
店
場
所
は
主
催
者
側
で
区
割
り
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
主
催
者
側

　

で
選
定
し
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎（
72
）９
８
９
４

■
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
エ
コ
し
ま
せ
ん

か
？
古
着
や
雑
貨
な
ど
、
ご
家
庭
に
眠
っ

て
い
る
も
の
な
ら
何
で
も
О
Ｋ
で
す
（
一

部
を
除
く
・
雨
天
中
止
）
。

出
展
要
領
／

○
募
集
数
は
24
店
（
予
定
）
先
着
順
で
市

内
在
住
者
優
先
で
す
。

○
区
画
は
1
区
画
（
間
口
２
・
５
ｍ
、
奥

行
き
５
ｍ
）
で
、
車
両
で
の
出
店
は
で

き
ま
せ
ん
。

申
込
み
／
９
月
24
日
（
水
）
か
ら
10
月
10

日
（
金
）
ま
で
の
間
に
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各

支
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
、
環
境
衛
生
課
お
よ
び
各
支
所

に
備
え
置
く
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

『
い
ず
っ
こ
サ
ポ
ー
タ
ー
』

青
少
年
指
導
者
養
成
講
座 

　

小
学
生
を
対
象
と
す
る
『
ふ
る
さ
と
学

級
』
や
子
ど
も
会
な
ど
の
講
座
の
企
画
・
運

営
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
を

養
成
す
る
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

全
5
回
の
課
程
を
終
え
る
と
『
い
ず
っ
こ

サ
ポ
ー
タ
ー
』
と
な
り
、
静
岡
県
初
級
青
少

年
指
導
者
の
資
格
が
認
定
さ
れ
ま
す
。

と
き
／

講
習
…
９
月
27
日
（
土
） 

14
時
～
16
時
、

10
月
19
日（
日
）、平
成
27
年
１
月
24
日（
土
） 

実
習
…
10
月
５
日
（
日
）
子
ど
も
会
キ

ャ
プ
テ
ン
ク
ラ
ブ
、
平
成
27
年
２
月
７
日

（
土
）
ふ
る
さ
と
学
級

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館
（
初
回
）

※
そ
の
後
の
詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

初
回
講
習
の
際
に
ご
案
内
し
ま
す
。

対
象
者
／
中
高
生
～
39
歳

定
員
／
30
人
程
度

講
師
／
大
西 

国
明
さ
ん

（
静
岡
県
青
少
年
団
体
上
級
指
導
者
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
限
／
９
月
26
日
（
金
）

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

伊
豆
市
未
来
塾
生
募
集

『
暮
ら
し
た
く
な
る
地
域
』
を
デ
ザ
イ

ン
し
よ
う
！

　

市
で
は
、
本
年
度
も
伊
豆
市
未
来
塾
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
は
『
暮
ら
し
た
く
な
る
地
域
デ
ザ

イ
ン
（
移
住
・
定
住
）
』
に
つ
い
て
、
塾

生
を
募
集
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減

少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
伊
豆
市
の
将
来

人
口
推
計
に
よ
る
と
、
平
成
26
年
か
ら
平

成
47
年
の
20
年
間
で
約
１
万
人
の
人
口
が

減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
市
内
の
若
者
に
よ
り
、
将
来
の
伊
豆

市
に
つ
い
て
議
論
や
新
た
な
施
策
を
模
索

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
緒
に
、

地
域
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
／
20
代
～
40
代
の
人

募
集
者
数
／
20
人
程
度

と
き
／
９
月
下
旬
～
２
月
下
旬
ま
で
（
全

８
回
程
度
）
19
時
～
21
時
（
予
定
）

内
容
／
『
暮
ら
し
た
く
な
る
地
域
デ
ザ
イ

ン
～
移
住
・
定
住
を
考
え
る
～
』

と
こ
ろ
／

伊
豆
市
若
者
交
流
施
設
『
９ク

ｉイ

ｚズ

ｕ
』

受
講
料
／
無
料

申
込
み
／
９
月
19
日
（
金
）
ま
で
に
、
地

域
づ
く
り
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
74
）
３
０
６
６

中
国
語
教
室
受
講
者
募
集

～
中
国
語
で
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
～

と
き
／
10
月
１
日
～
12
月
３
日
の
毎
週
水

曜
日
（
全
10
回
）
19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
小
林 

仁
美
さ
ん

会
費
／
会
員
３
千
円
、
一
般
５
千
円

定
員
／
20
人
程
度

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
会
員
お
よ
び

　

市
民
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
み
／
９
月
19
日
（
金
）
（
必
着
）
ま

で
に
、
次
の
①
～
⑤
を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
②
住
所
、
③
電

話
番
号
、
④
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
⑤
会
員
、

一
般
ど
ち
ら
か

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎
（
72
）
９
9
１
１

募

　
　集

蔵
書
点
検
の
た
め
次
の
日
程
で

図
書
館
全
館
休
館
し
ま
す
。　

　

期
間
中
の
返
却
は
返
却
ポ
ス
ト
に
お
願

い
し
ま
す
（
た
だ
し
、
視
聴
覚
資
料
、
紙

芝
居
、
相
互
貸
借
の
資
料
は
不
可
）。

と
き
／
９
月
24
日
（
水
）
～
30
日
（
火
）

と
こ
ろ
／
修
善
寺
図
書
館
、
中
伊
豆
図
書

館
、
天
城
図
書
館
、
土
肥
図
書
館

問
合
せ
／

修
善
寺
図
書
館
☎
（
72
）
９
８
６
８

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

９
月
21
日
（
日
）
か
ら
30
日
（
火
）
ま

で
の
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行

な
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
子
ど
も
や
お

年
寄
り
を
見
掛
け
た
ら
、
減
速
や
徐
行
を

行
な
い
、
思
い
や
り
運
転
を
心
掛
け
ま
し

ょ
う
。
歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
の

時
期
は
日
没
が
早
く
な
り
、
す
ぐ
に
暗
く

な
り
ま
す
。
夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
外
出
時

に
は
、
で
き
る
だ
け
明
る
い
色
の
服
装
や

反
射
材
の
着
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
必
ず
横

断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

　
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」「
あ
り
が
と
う
」
で

お
互
い
気
持
ち
よ
く
！
思
い
や
り
の
気
持

ち
を
持
っ
て
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
！

ス
ロ
ー
ガ
ン
／

安
全
を 

つ
な
げ
て
広
げ
て 

事
故
ゼ
ロ
へ

運
動
の
基
本
／

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

運
動
の
重
点
／

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗

用
中
の
交
通
事
故
防
止
（
特
に
、
自
発
光

式
反
射
材
用
品
な
ど
の
着
用
の
推
進
お
よ

び
自
転
車
前
照
灯
の
点
灯
の
徹
底
）

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
横
断
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止　

　
『
目
指
せ
！
思
い
や
り
横
断
、
日
本
一
！
』

○
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
（
早
め
の
ラ
イ

ト
点
灯
と
自
発
光
式
反
射
材
の
活
用
）

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

巡
回
交
通
事
故
相
談
（
相
談
無
料
）

　

静
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
の
専
門
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
10
月
８
日
（
水
）
10
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
市
役
所
本
庁

内
容
／
損
害
賠
償
・
自
動
車
保
険
の
請
求
、

示
談
、
調
停
、
訴
訟
な
ど
の
相
談

持
ち
物
／
交
通
事
故
証
明
書
、
医
師
の
診

断
書
、
事
故
現
場
の
略
図　

な
ど

申
込
み
／
10
月
３
日
（
金
）
ま
で
に
地
域

づ
く
り
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
用
古
本
募
集

　

修
善
寺
南
小
学
校
で
は
、
本
を
通
し
て
、

地
域
住
民
と
南
小
の
触
れ
合
い
を
持
つ
と

と
も
に
、
地
域
住
民
に
読
書
に
つ
い
て
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
本

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
な
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
本
、

も
う
手
放
し
て
も
よ
い
本
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
11
月

22
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

募
集
す
る
本
／
文
庫
本
、
単
行
本
な
ど

（
雑
誌
・
成
人
向
け
図
書
は
除
く
）

募
集
方
法
／

○
平
日
８
時
～
16
時
30
分
に
修
善
寺
南
小

学
校
事
務
室
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

○
修
善
寺
南
小
学
区
内
に
お
住
ま
い
の
人

は
、
10
月
19
日
（
日
）
の
廃
品
回
収
の

際
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

募
集
期
限
／
11
月
14
日
（
金
）

そ
の
他
／

○
売
り
上
げ
収
益
は
、
児
童
用
図
書
購
入

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
大
型
の
本
、
仕
掛
け
の
あ
る
本
、
世
界

の
本
な
ど
、
珍
し
い
本
を
集
め
て
、
展

示
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
る
予
定
で
す
。

展
示
品
と
し
て
お
借
り
で
き
る
本
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／

修
善
寺
南
小
学
校
☎
（
72
）
０
１
４
９

『
第
3
回
わ
た
し
の
伊
豆
ベ
ジ
地じ

満ま
ん

コ

ン
テ
ス
ト
』
の
審
査
員
募
集

　

『
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ

ル
料
理
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
料
理
コ
ン
テ

ス
ト
を
行
な
い
ま
す
の
で
、
そ
の
審
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

と
き
／

10
月
18
日
（
土
）
10
時
～
12
時
30
分
ご
ろ

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

募
集
人
員
／
３
人
（
先
着
順
）

募
集
対
象
／
市
内
在
住
で
、
料
理
に
関
心

の
あ
る
18
歳
～
40
歳
の
人

審
査
方
法
／
調
理
時
間
や
手
順
、
食
味
、

見
た
目
、
ア
ピ
ー
ル
性
な
ど
を
審
査

申
込
み
／
９
月
10
日
（
水
）
か
ら
26
日

（
金
）
ま
で
に
、
健
康
増
進
課
へ
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
電
話

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
健
康
増
進
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
72
）
１
１
９
６

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

★市役所へのお問い合わせは、原則 8時 30 分から17時15分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

▲昨年の審査の様子

你ニ
ー

好ハ
オ

普段から
反射材を
着けましょう。



お知らせ

2014. 923 2014. 9 22

伊
豆
市
未
来
づ
く
り
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
テ

ー
マ
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

『
10
年
後
の
伊
豆
市
の
あ
る
べ
き
姿
』
を

考
え
な
が
ら
、
目
標
を
共
有
し
て
い
く
た

め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
６
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。
多

く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
テ
ー
マ
1
『
持
続
可
能
な
財
政
フ
レ
ー

ム
と
成
長
戦
略
』

と
き
／
９
月
14
日
（
日
）
13
時
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
加
速

な
ど
の
環
境
変
化
と
と
も
に
、
地
方
交
付

税
の
合
併
特
例
期
間
終
了
に
よ
る
財
源
の

減
少
な
ど
の
伊
豆
市
の
現
状
を
踏
ま
え
、

伊
豆
市
の
活
性
化
や
住
ん
で
良
か
っ
た
と

思
え
る
よ
う
な
町
に
す
る
た
め
の
必
要
な

こ
と
な
ど
を
切
り
口
に
伊
豆
市
の
成
長
戦

略
を
議
論
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
2
『
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
』

と
き
／
９
月
28
日
（
日
）
13
時
～

と
こ
ろ
／
市
役
所
別
館

内
容
／
転
出
超
過
が
続
き
右
肩
下
が
り
で

あ
る
現
状
を
と
ら
え
な
が
ら
、
子
育
て
環

境
や
教
育
環
境
、
あ
る
い
は
地
域
力
を
高

め
る
た
め
の
人
づ
く
り
な
ど
を
切
り
口
に
、

『
地
域
の
明
日
を
担
う
人
材
育
成
』
に
つ

い
て
議
論
し
ま
す
。

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
９
８
７
３

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
参
加
者
募
集

　

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
た
運
動
の
こ

と
で
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
や
持
久
力
ア
ッ

プ
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
親
子
で
の
参
加

は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
だ
け
の
参
加
も
大
歓

迎
で
す
。

　

ご
近
所
や
職
場
の
仲
間
と
一
緒
に
参
加

し
て
、
楽
し
い
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
／

９
月
11
日
・
25
日
（
木
）
19
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど

申
込
み
・
問
合
せ
／

社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

伊
豆
市
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
４
開
催

　

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

に
よ
る
、
本
格
的
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏

を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と
き
／
９
月
23
日
（
火
・
祝
）

開
場
…
14
時
30
分　

開
演
…
15
時

と
こ
ろ
／
修
善
寺
総
合
会
館　

大
ホ
ー
ル

内
容
／

新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

○
指
揮
…
小
松 

長
生
さ
ん

○
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
…
鈴
木 

愛
理
さ
ん

○
曲
目
…
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
『
フ
ィ
ガ
ロ
の

　

結
婚
』
序
曲
ほ
か

入
場
料
／
指
定
席
１
５
０
０
円
（
枚
数
に

制
限
あ
り
）
、
大
人
千
円
、
高
・
中
・
小

学
生
５
０
０
円
（
前
売
り
）

※
当
日
料
金
は
1
割
増
し
に
な
り
ま
す
。

※
市
外
の
人
は
、
料
金
が
2
倍
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
／
修
善
寺
総
合
会
館
、

長
倉
書
店
、
ア
キ
ツ
カ
メ
ラ
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ

Ａ
Ｙ
Ａ
修
善
寺
店
、
駿
豆
線
各
駅
（
牧
之

郷
・
原
木
を
除
く
）
、
渡
辺
書
店
、
夕
鶴

記
念
館
、
修
善
寺
図
書
館
、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
、
社
会
教
育
課

※
指
定
席
券
販
売
所
は
社
会
教
育
課
と
チ

ケ
ッ
ト
ぴ
あ
の
み
で
す
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
／
市
役
所
本
庁
前
か
ら
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
（
出
発
予
定
時
間
13

時
30
分
、14
時
、14
時
30
分
）

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

と
き
／
９
月
27
日
（
土
）
８
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
丸
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

チ
ー
ム
構
成
／
１
チ
ー
ム
４
人
～
６
人

競
技
方
法
／
８
ホ
ー
ル
×
２
の
16
ホ
ー
ル

定
員
／
先
着
20
チ
ー
ム

参
加
費
／
無
料

申
込
み
／
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
９
月
24
日
（
水
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
に
提
出
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
83
）
５
４
９
８

宝
永
火
口
ハ
イ
キ
ン
グ
（
参
加
無
料
）

と
き
／

10
月
４
日
（
土
）
７
時
30
分
～
17
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

定
員
／
先
着
50
人

持
ち
物
／
ハ
イ
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
・

靴
、
弁
当
、
水
筒
、
雨
具
な
ど

コ
ー
ス
／

〇
宝
永
山
コ
ー
ス
（
体
力
に
自
信
の
あ
る

人
の
み
）
…
本
庁
→
〈
バ
ス
〉
→
富
士

宮
口
→
宝
永
山
→
大
砂
走
り
→
御
殿
場

口
→
〈
バ
ス
〉
→
本
庁

〇
双
子
山
コ
ー
ス
…
本
庁
→
〈
バ
ス
〉
→

富
士
宮
口
→
宝
永
火
口
→
双
子
山
→
御

殿
場
口
→
〈
バ
ス
〉
→
本
庁

申
込
み
／
９
月
12
日
（
金
）
か
ら
22
日

（
月
）
ま
で
の
間
に
社
会
教
育
課
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑱

入
館
料
／
市
民
・
市
内
宿
泊
者
は
無
料
、

一
般
：
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

休
館
日
／
木
曜
日

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

特
別
展
示
紹
介

　

市
が
所
蔵
す
る
近
代
日
本
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
は
、
横
山
大
観
、
菱
田
春

草
、
速
水
御
舟
、
今
村
紫
紅
、
安
田
靫

彦
、
小
林
古
径
、
前
田
青
邨
、
川
端
龍

子
な
ど
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
か
け

て
活
躍
し
た
日
本
を
代
表
す
る
画
家
の

若
き
日
の
作
品
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
時
新
進
気
鋭
の
若
い
画
家

で
あ
っ
た
彼
ら
の
多
く
は
、
修
善
寺
を

こ
よ
な
く
愛
し
、
心
や
体
を
癒
や
す
静

養
の
場
と
し
て
、
ま
た
環
境
の
整
っ
た

作
品
制
作
の
場
と
し
て
修
善
寺
を
何
度

も
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
作
品
の
一
つ
一

つ
は
、
修
善
寺
の
豊
か
な
自
然
と
古
い

歴
史
、
心
温
か
い
人
と
人
と
の
交
流
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
こ
こ
修
善
寺
の

地
に
大
切
に
残
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
市
制
施
行
10
周

年
を
記
念
し
、
修
善
寺
ゆ
か
り
の
近
代

日
本
画
の
中
か
ら
優
品
約
81
点
を
選
び
、

第
１
部
（
42
点
）
、
第
２
部
（
39
点
）

に
分
け
て
一
堂
に
展
示
公
開
し
ま
す
。

展
示
期
間
／

○
第
１
部
…
９
月
１
日
（
月
）
〜

　

９
月
28
日
（
日
）

○
第
２
部
…
10
月
４
日
（
土
）
〜

　

11
月
５
日
（
水
）

※
第
1
部
、
第
2
部
と
も
に
前
・
後
期

展
示
替
有
り
。

今月の表紙
編
集
後
記

　今月の表紙は、7月18日
（金）に開催された土肥の
『大キャンプファイヤー～海
と子どもと火のまつり～』で
す。祭りには、土肥の子ども
たち約500人が参加し、学校
別にステージで歌や踊りの発
表などが行なわれました。
　参加者全員が『ジェンカ』
を踊るなどして、垣根を越え
た交流をしていました。

西

伊豆市の人口
（平成26年8月1日現在）

　　男：15,859人（22）

　　女：17,292人（9）

　　計：33,151人（31）

世帯数：13,459世帯（0）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
今月の冠事業のご紹介

①『地域医療を考える月間』講演会　とき／ 9月6日（土）
ところ／生きいきプラザ　問合せ／健康増進課☎（72）
9861　②伊豆市里山ルネサンス・稲刈り体験　とき／ 9
月14日（日）、15日（月・祝）　ところ／ホテルラフォー
レ修善寺　問合せ／☎（72）3311　③未来づくりセッ
ション　④伊豆市グリーンコンサート2014　
※③④の詳細は、P22をご覧ください。

　

こ
ん
に
ち
は
、
西
で
す
。
7
月
後
半
か

ら
8
月
に
か
け
て
、
市
内
で
は
、
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

い
ろ
い
ろ
な
方
面
か
ら
「
こ
れ
も
載
せ
て
、

あ
れ
も
載
せ
て
」
と
い
う
お
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
僕
は
聖
徳
太
子
で

は
な
い
の
で
、
聞
き
取
っ
た
も
の
を
う
ま

く
紙
面
に
著
す
こ
と
が
で
き
ず
、
記
事
が

あ
ふ
れ
か
え
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
そ
ん
な
記
事

が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲座長を務める大坪教授
（6月1日全体セッションにて）
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊ 残暑の季節にぴったり ＊

材　料　（４人分）　 作　り　方

①ナスは、縦に1/6～1/8に切
る。ショウガ、葉ネギはみじ
ん切り、ミツバはざく切り、カ
ニカマはほぐしておく。
②ナスを素揚げにする。
③フライパンに油を熱し、ショ
ウガ、葉ネギをいため、香り
が出たら、中華スープの素、
水を加え、煮立ってきたらカ
ニカマと、しょうゆを加えて
味を調える。
④再度煮立ってきたら、全体を
混ぜながら、水溶きかたくり
粉を加えてとろみをつけ、最
後にごま油を加える。
⑤器にナスを盛り付け、④をかけ、
最後にミツバを散らす。

◆ナス……………４～５本
◆油……………………適量
◆カニカマ……………60ｇ
◆ショウガ…………１かけ
◆葉ネギ………………１本
◆中華スープの素…小さじ１
◆水 ……………… 200cc
◆しょうゆ………小さじ１
◆かたくり粉…………適量
◆ごま油 ………… 2～3滴
◆ミツバ………………適量

～旬のナスを使って食欲倍増～

         　　　　 秋ナスのさっぱりあんかけ         　　　　 秋ナスのさっぱりあんかけ

４人分
栄養価

◇エネルギー…240kcal　◇タンパク質…3.3g
◇脂質…21g  ◇食塩…0.6g

　ナスは夏野菜の1つですが、9月になってもまだまだたくさん採れますね。
ナスには体を冷やしてくれる働きがあります。皮にはアントシアニンが多く含
まれ、抵抗力を高めてくれる機能があります。夏の疲れが出る季節にナスは
おいしい助っ人になりそうです。ナスを煮浸しにして、香りの良い薬味を入れ
て冷やしておくと便利です。冷ややっこの上にかけるだけで、食欲をそそり、
ちょっと豪華な1品になります。  伊豆市食育推進会議　宮地 あけみ（大野）

山口 遥希ちゃん

　  やまぐち  はるき　　　

（牧之郷）

平野 夢月ちゃん       ひらの  むつき　　　

（八木沢
）

佐藤 春空ちゃん

　   さ とう  は る き 　　　

（梅木）

山下 栞奈ちゃん

     やました  かんな　　　

（牧之郷）

小森 直樹ちゃん
       こ

もり   なおき　　　

（門野原）

大野 悠愛ちゃん

　   おおの  ゆうあ　 　　

（戸倉野）

飯田 琉斗ちゃん

      いいだ  りゅうと　　

（月ヶ瀬）

山本 輝ちゃん

         やまもと あきら　　　

（柏久保）

日吉 栞菜ちゃん

　   ひ よし  かんな　　　

（城）

仁科 一花ちゃん       にしな  いちか　　

（加殿）

2014. 9 24
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